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ＡＣＴが開始した 2001 年から 2017 年までの臨床研究について、系統的レビューとメ
タ解析を行うこととした。 
 









結果 メタ解析の結果、対象とした 17 年間のうち 2012 年までは最も薬効が高く再燃
や耐性が生じにくかったのは DHA+PIP という ACT であったが、2012 年のアルテミシニ
ン耐性原虫発見のあとだけに絞って解析したところ、この DHA-PIP がカンボジアを中
心に薬効の低下を顕著に示し原虫血症の遷延例が多く見られた。またこのアルテミシ





考察 DHA+PIP が、2012 年のアルテミシニン耐性原虫発見以降に絞った解析により、
薬効の低下が顕著であったが、これは 2016 年に報告されたカンボジアでの研究 1 例
により強い影響を受けた結果と考えられた。インドシナ半島にのみアルテミシニン耐
性がみられ、アフリカ地域では明白な耐性が観察されていないことについては、その
原因は不明だが、おそらくマラリアの侵淫度やヒト側の免疫抵抗性、遺伝的な背景な
ど様々な要因が影響していると考えられる。 
